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第１回戦術委員会確認事項 
 

２０１７年１２月１８日 

全日本金属産業労働組合協議会 

（金属労協／ＪＣＭ） 

 

金属労協は、第１回戦術委員会において、2018年闘争の進め方を以下のとおり確認

した。 

 

１．金属労協は、12月８日に開催した第60回協議委員会において、2018年の闘争方針

として、「2018年闘争の推進」を決定した。各産別・単組は、この方針に基づき要

求の策定作業を進めていく。 

 

２．「強固な日本経済」は、わが国の基幹産業たる「強固な金属産業」なしにはあり

えず、「強固な金属産業」は「強固な現場」なしにはありえない。 

2018年闘争では、「強固な日本経済の構築」に向けた「生産性三原則の実践」に

よる「人への投資」を実現する観点に立って、ＪＣ共闘全体で、「3,000円以上」の

賃上げ要求を行う。「賃金水準重視」の取り組み、企業内最低賃金協定の締結拡大

と水準引き上げなど、賃金の底上げ・格差是正の取り組みをさらに強化する。また、

「良質な雇用」の確立に向けた働き方の見直し、非正規労働者の雇用と賃金・労働

諸条件の改善、バリューチェーンにおける「付加価値の適正循環」構築を進めると

ともに、関連する政策・制度要求にも取り組んでいく。 

 

３．2018年闘争の主要日程を下記のとおり設定し、金属労協の総力を結集して闘争を

推進する。 

○2018年１月23日(火)に「2018年闘争推進集会」を開催し、ＪＣ共闘強化に向け、

各産別の闘争方針および経営側に対する金属労協の主張点について、理解促進を

図る。 

○１月24日(水)に全国の最低賃金担当者を対象とした「最低賃金連絡会議」を開催

し、2018年度の特定（産業別）最低賃金の取り組み方針の徹底を図る。 

○大手労組から構成される集計対象組合を中心に、２月21日(水)までに要求を提出

し、直ちに交渉を開始する。  

○地域における賃上げの相場形成に向け、速報対象組合を設定し、状況を迅速に公

表していく。 

 

４．第２回戦術委員会は、１月17日(水)午前10時より開催する。 

 

以上 
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2018年闘争の日程配置 

 

2017年 12月 18日 (月) 9:30 第16回書記長会議 

  18日 (月) 15:30 第１回戦術委員会 

  20日 (水) 15:30 第１回中央闘争委員会 

2018年 １月 15日 (月) 15:30 第17回書記長会議 

  17日 (水) 10:00 第２回戦術委員会 

    15:30 第２回中央闘争委員会 

  23日 (火) 13:00 2018年闘争推進集会 

  24日 (水) 13:00 2018年最低賃金連絡会議 

    17:00 記者ブリーフィング 

 ２月 15日 (木) 15:30 第18回書記長会議 

  集計対象組合を中心に、２月21日（水）までに要求提出 

  22日 (木) 10:00 第３回戦術委員会 

    15:30 第３回中央闘争委員会 

 ３月 １日 (木) 16:30 要求状況記者ブリーフィング 

  ９日 (金) 9:00 第４回戦術委員会 

  14日 (水) 11:00 第５回戦術委員会 

    15:30 第４回中央闘争委員会 

  28日 (水) 15:30 第19回書記長会議 

 ４月 ３日 (火) 10:00 第６回戦術委員会 

 

以上 


